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①虫の侵入経路や発生場所に設置する
出入口や窓のそば、また水周りやゴミの近くなど、虫が侵入・発生やすい場所に設置します。虫が
部屋の中を飛び回る前にすばやく捕らえるためです。

②ムシキャパの光（直接光）が外に漏れないようにする
光（直接光）が外に漏れると、外にいる余計な虫まで誘引してしまうことになります。
ランプの青い光が直接外から見えないように設置してください。

③なるべく低い位置に設置する
小さな虫の多くは２ｍ以上高くは飛びません。低い位置に設置していただくと虫もよく捕れ、かつ捕
虫紙の交換もしやすくなります。

④夜間も点灯させる
一般的に、虫は日没後と夜明けに活動が活発になると言われています。夜間に他の照明を消灯さ
せて、ムシキャパだけを稼動させていると一層効果が上がります。

⑤捕虫紙は定期的に交換する（月に1回）
「虫が減った」「増えた」というのは、なかなか目で見て判るものではありません。
定期的に交換された捕虫紙の捕獲状態は、それ自体がその場所の「虫レベル」を表し、現在の対策
が充分であるかを判断する貴重なデータとなります。

⑥捕虫器用ランプの寿命は約20,000時間
ムシキャパはLEDランプを採用。従来品（MSC-001）に比べ消費電力は約1/4と省エネも実現しまし
た。２４時間使用で約２年半お使いいただける長寿命ランプです。

⑦冬場の捕虫紙の交換はゆっくり慎重に
寒い時期になると、捕虫紙の粘着剤は引張強度が強くなり、引き出しにくくなります。
なるべく暖かい場所（室温）で保管していただくか、暖房等で温めてからゆっくり「まっすぐ」引き出し
て下さい。
捕虫紙は、適切に保管された状態であれば５年程度は劣化することなくご使用いただけます。
また、人体に害のある薬品等は一切使用しておりません。

⑧捕虫器本体の耐用年数は約40,000時間
蛍光灯安定器の耐用年数は40,000時間（およそ４年半）で、30,000時間を過ぎたあたりから劣化が
始まると言われています。
ムシキャパは２４時間使用を推奨していますので、発火事故等の防止のためにも、５年をめどに交
換をお勧めしています。

ムシキャパを効果的にお使い頂くためにお使いになる前に

●受付カウンター

●控室の一角

●化粧室

●会食場 など

＜こんな場所で使われています＞

ムシキャパは屋内専用機器です。

直接光が外に漏れない場所に設置してください。

直接光が外に漏れると、外にいる虫を誘引してしまいます。

一般の蛍光灯器具と同じです。

水漏れや結露するような場所では使用できません。

メンテナンスについて

捕虫紙の交換

蛍光ランプの交換

＜交換頻度＞

・春～秋・・・1ヶ月毎に交換

・冬・・・捕獲状況に応じて交換

※虫の一時的な大発生があった場合には、その都度
交換してください（春先の羽アリや降雨後など）。

ムシキャパはLEDランプを採用しています。

寿命は20,000時間（約2年半※）と長持ちです。

ランプ交換の手間が省け、廃棄物も減ります。

環境にもやさしい設計です。

※24時間／日、8,000時間／年で使用した場合

捕虫紙について

リフレクト用捕虫紙は有害物
質を使用しておらず、虫を捕
獲するのに最適な樹脂配合
で製造されています。
強力な粘着捕虫力で、足が
一本触れただけの虫でも決
して逃しません。剥離紙タイ
プの一般的な虫捕り紙に比
べて

の捕獲力です。

※製造会社比
日本環境衛生センター調べ

約2倍

●特徴1. 切れにくい
リフレクト用捕虫紙は、紙の引っ張り強度を
大幅に強化しており、非常に切れにくくなっ
ています。

●特徴2. 高性能
特殊な粘着樹脂を使用し、適度に柔らかく
分厚いため、虫の羽根や足が少し触れた
だけでも絡め取ることができます。

●特徴3. 長寿命
紫外線への耐性が高く、硬化しにくくなって
います。また粘着樹脂の流動性が高いた
め、粉塵などが付着しても粘着面が乾きま
せん。

このネバネバ感は
他では真似できません！

こんなに取れます！
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